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６月定例会６月定例会
　令和８年６月定例会を６月２日から６月１０日まで９日間開き、同意案件１０件、
条例の一部改正１件、令和８年度補正予算２件などを審議しました。
　また、５人の議員が質問を行い、町当局の考えをただしました。

（議案審議の結果は４ページに記載）

農業委員１０名の任命農業委員１０名の任命

施設の指定管理に伴う予算を承認施設の指定管理に伴う予算を承認

　現委員の任期が令和８年７月１９日で終
了することから、推薦候補者９人と一般募
集で応募された（非農家の方）１人を任命
することに同意しました。

　今後の中央公民館およ
び４つのコミュニティセ
ンターのサービス向上を
目指した協議を１年かけ
て行います。それに伴い、
令和９年度は現状の指定
管理者に１年間の管理を
依頼します。

問 答
　組織体制や運営方法の見直しをするに当たっ
て、どのような課題があり、どう是正していく
のか。

　サービス向上のため、使用団体の条件の見直
しや人員配置等を含めた施設運営の適正化を
図っていく。

農業の支援や活動を守る

指定管理期間を更新する町内施設

農業委員とは

地域の農業と農地を守り、適切に活用するために活動する人で、遊休農地対策や農業者の
支援・相談などを行っています。
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　　・固定資産評価員の選任
　　・税条例の一部を改正する条例制定
　　・固定資産税の不均一課税に関する条例
　　　の一部を改正する条例制定
　　・福祉医療費助成条例
　　　の一部を改正する条例制定

５月臨時会５月臨時会  ５月８日  ５月８日

専決処分４件を承認専決処分４件を承認

ふるさと橋ふるさと橋
ライトアップライトアップ

　地方税法等の改正が令和８年４月
１日に施行されたことに伴い、施行
期日上、議会を招集する時間的余裕
がなかったため、国民健康保険税の
課税限度の改正や子ども・子育て支
援納付金課税額に関する規定の整備
等の専決処分を承認しました。

　住民からいただいた寄附金と、町の財源
（都市公園新設改修事業）を基に、大中遺跡
公園に通じるふるさと橋のライトアップを
実施します。

問 答
　住民から寄附金をいただいた際に、町の財源
を足して住民の思いを形にしていくという考え
があったのか。

　ふるさと橋のマレットやこいのぼり等が住民
の声や寄附から実現した。このたび、寄附され
た方の思いが形となった。

美しいライトアップ（完成イメージ図）

専決処分とは

本来は議会が議決しなければならない事件を、時間的に議会の招集を待てない緊急な場合
などに、行政運営の遅れや滞りを防ぐため、例外的に町長が議会の議決に代わり意思決定
をし、後に議会において承認を得るものです。
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議案の審議結果議案の審議結果【令和８年５月臨時会・６月定例会】【令和８年５月臨時会・６月定例会】

全  員  賛  成 で可決した議案で可決した議案
　　　　議　案 議決日

町 

長 

提 

出

人　事 農業委員会委員の任命同意 ６/２

条　例 印鑑条例の一部を改正する条例制定 ６/２

令和８年度
予　算

一般会計補正予算（第１号）
６/２

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

契　約 工事請負契約締結（播磨南中学校西校舎大規模改造工事（第３期）） ５/８

その他

専決処分したものにつき承認を求める件（固定資産評価員の選任）

５/８

専決処分したものにつき承認を求める件（税条例の一部を改正する条例制定）

専決処分したものにつき承認を求める件
（固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例制定）

損害賠償の額の変更及び和解の件

委
員
会

　
提
出

発　委 議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定 ６/２
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賛 否 の分かれた議案 （○…賛成、×…反対）

議　案　名
賛　
　
成

反　
　
対

議
決
結
果

議
決
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

細
田　
武
男

大
北　
良
子

河
野　
照
代

宮
宅　
　
良

板
谷　
良
祐

竹
内　
基
就

奥
田　
俊
則

神
吉　
史
久

藤
原　
秀
策

大
瀧　
金
三

木
村　
晴
恵

浅
原　
俊
也

岡
田
千
賀
子

町
長
提
出

そ
の
他

専決処分したものにつき承認を求める件
（福祉医療費助成条例の一部を改正する
　条例制定）

11 1 承認 ５/８ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 －

※　播磨町議会の現議員数は1３人です。採決は、全議員の過半数（7人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の
　　賛成をもって可決されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。
※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席13岡田千賀子　議長不在などの場合には副議長
　　が議長を務めます）。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。



質 問 者 質　　問　　事　　項

1 　無所属
　　竹内　基就

（１）　薬物乱用・不適切な使用の防止を
（２）　さらなる熱中症対策を

2 　公明党
　　木村　晴恵

（１）　ワクチン接種助成拡充を
（２）　避難所の安全確保整備を

3 　無所属
　　浅原　俊也

（１）　部活動などにおける移動等の安全管理は
（２）　町税における環境性能割の廃止は
（３）　省エネエアコンの購入、買換えの補助は

4 　チーム新星
　　細田　武男

（１）　はじめてのスマホは
（２）　住民の防災意識は
（３）　自転車の安全運転は
（４）　自治会活動の限界は

5 　チーム新星
　　大北　良子

（１）　町内の居場所づくりは
（２）　全ての子供たちに体験の機会を
（３）　今後の町内イベントの在り方は

６月９日、１０日の２日間、５人の議員が一般質問を行い、
町政全般にわたり町当局の考えをただしました。

一般質問とは、議員が町政全般にわたり、その
執行状況または将来の方針に対する質疑、政策
的提言などを執行機関に行うものです。録画配信 一般質問通告書

全文はこちらから
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助
成
を
拡
充

公明党

木
き

村
むら

 晴
はる

恵
え

議員

男
性
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

男
性
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

負
担
な
し
に

負
担
な
し
に

答
弁

助
成
額
の
増
額
を
検
討

問　

女
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

定
期
接
種
対
象
で
あ
る
の
に
対
し
、
男

性
は
接
種
に
よ
る
肛
門
が
ん
や
中
咽
頭

が
ん
な
ど
の
予
防
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
任
意
接
種
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
費
用
を
１
７
０
０
０
円
助

成
し
て
い
る
が
、
現
在
の
４
価
ワ
ク
チ

ン
が
製
造
中
止
に
な
り
、
９
価
ワ
ク
チ

ン
の
み
に
な
っ
た
場
合
は
、
一
部
自
己

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
女
性
を
対
象

と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
同
様
に
全
額

助
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

本
町
で
は
令
和
７
年
度
よ
り
、
小

学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
ま
で

の
年
齢
の
男
性
を
対
象
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

　

男
性
も
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
み
の
接
種

と
な
っ
た
場
合
、
接
種
費
用
が
１
回
あ

た
り
３
万
円
程
度
と
高
額
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
９
年
度
の
助
成
額
を
増
額

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

避
難
所
受
付
の
簡
素
化
を

避
難
所
受
付
の
簡
素
化
を

問　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
導
入
で
、
受
付
や
避
難
所
の
混

雑
緩
和
に
つ
な
が
り
、
避
難
所
ご
と
の

避
難
者
数
や
属
性
を
把
握
で
き
、
避
難

者
の
適
切
な
誘
導
も
可
能
に
な
る
。

　

災
害
時
に
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て

避
難
で
き
る
環
境
や
仕
組
み
を
整
え
る

た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　

総
合
防
災
訓
練
で
職
員
向
け
デ
モ

を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
が
有
効
な
反
面
、

電
源
確
保
や
操
作
な
ど
の
課
題
も
見
え

た
。
本
町
に
あ
っ
た
運
用
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

助成の拡充を

問　

令
和
８
年
１
月
プ
ロ
野
球
選
手
が
、

ゾ
ン
ビ
た
ば
こ
と
呼
ば
れ
る
指
定
薬
物

の
使
用
で
逮
捕
さ
れ
た
。
大
麻
の
使
用

に
よ
る
検
挙
者
も
若
年
層
を
中
心
に
増

加
し
、
県
内
で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
等
で
入
手
し
や
す
い
こ

と
も
原
因
だ
が
、
注
意
喚
起
や
啓
発
は
。

答　

毎
年
、
中
学
校
で
は
、
薬
物
乱
用

防
止
講
演
会
等
を
開
催
し
未
然
防
止
に

努
め
て
い
る
。
保
健
の
授
業
で
も
、
薬

物
の
種
類
や
悪
影
響
等
を
学
ん
で
い
る
。

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
指
導
の
際
の
違
法
薬
物
に

関
す
る
啓
発
は
。

答　

中
学
校
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル
講
演

会
の
中
で
、
違
法
薬
物
の
売
買
等
の
危

険
性
も
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
健

の
授
業
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
合
法
」

な
ど
と
う
た
い
薬
物
の
購
入
を
促
す
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。

問　

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
な
ど
の
市
販
薬

の
過
剰
摂
取
へ
の
対
策
は
。

答　

過
剰
摂
取
の
原
因
と
な
る
悩
み
や

心
配
ご
と
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、

相
談
窓
口
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
授
業

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
閲
覧
可
能

に
す
る
予
定
で
あ
る
。

熱
中
症
対
策
を

熱
中
症
対
策
を

問　

令
和
７
年
夏
、
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
者
数
が
全
国
で
、
10
万
人
を
超

え
過
去
最
多
、
死
亡
者
も
117
人
に
上
っ

た
。
今
年
も
猛
暑
の
予
想
だ
が
対
策
は
。

答　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用

を
推
奨
し
て
お
り
現
在
、
公
共
施
設
19

か
所
と
民
間
施
設
３
か
所
を
指
定
し
て

い
る
。
さ
ら
な
る
利
用
を
呼
び
掛
け
る
。

違法薬物に注意 薬
物
乱
用
・

薬
物
乱
用
・

不
適
切
使
用
の
防
止
を

不
適
切
使
用
の
防
止
を

答
弁

講
演
会
で
注
意
喚
起

薬
物
防
止
を

無所属

竹
たけ

内
うち

 基
もと

就
なり

議員
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官
民
協
働 チーム新星

細
ほそ

田
だ

 武
たけ

男
お

議員

ス
マ
ホ
教
室
の
拡
大
は

ス
マ
ホ
教
室
の
拡
大
は

答
弁

関
係
団
体
と

　
　
　
協
議
の
上
で
検
討

問　

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ

ル
化
の
一
つ
と
し
て
、
町
は
ス
マ
ホ
講

習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
同
様
に
、
野

添
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
ス
マ

ホ
教
室
を
開
催
し
て
い
る
が
、
事
業
費

不
足
で
途
切
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

町
と
し
て
補
助
す
る
考
え
は
。
ま
た
、

全
町
的
に
拡
大
し
て
い
く
考
え
は
。

答　

野
添
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

費
用
面
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
と
協
議
を

行
い
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
教
室
の
全
町
へ
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
な
ど
の
関
係
団
体
と
協
議
し
た
上
で
、

検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
の
安
全
運
転

自
転
車
の
安
全
運
転

問　

土
山
駅
か
ら
大
中
遺
跡
へ
続
く

「
で
あ
い
の
道
」
に
つ
い
て
、
自
転
車

は
ど
の
よ
う
な
通
行
と
な
る
の
か
。

答　

法
的
に
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供

す
る
そ
の
他
の
場
所
に
該
当
し
、
道
路

交
通
法
上
の
道
路
と
な
る
。
自
転
車
に

は
道
路
交
通
法
が
適
用
さ
れ
、
歩
行
者

優
先
な
ど
、
一
般
の
道
路
と
同
様
の
交

通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
。

火
災
警
報
器
は

火
災
警
報
器
は

問　

義
務
化
さ
れ
て
い
て
も
設
置
状
況

が
把
握
で
き
な
い
中
で
、
点
検
や
交
換

に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
啓
発
は
。

答　

令
和
８
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
対
象
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
取
付
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
る
。

今
後
も
、
継
続
的
に
啓
発
に
取
り
組
む
。

野添コミセンのスマホ教室

問　

部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行

が
進
ん
で
い
る
。
活
動
場
所
へ
の
自
転

車
で
の
移
動
は
、
安
全
管
理
や
指
導
を

徹
底
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

答　

自
転
車
安
全
教
室
の
開
催
や
移
動

中
の
安
全
確
保
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
策

定
し
、
事
故
防
止
を
徹
底
し
て
い
る
。

問　

町
外
活
動
へ
の
移
動
手
段
は
。
ま

た
、
保
護
者
等
の
送
迎
の
是
非
は
。

答　

原
則
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
い
る
が
、
貸
切
バ
ス
や
庁
用
バ
ス
の

使
用
を
拡
充
す
る
。
ま
た
、
保
護
者
等

の
送
迎
も
行
っ
て
い
る
。

問　

貸
切
バ
ス
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
が
、
利
用
す
る
際
の
安
全
確
認
は
。

答　

国
の
通
知
等
を
基
に
、
事
業
者
と

の
適
切
な
契
約
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
色
の
確
認
な
ど
を
徹
底
し
て
行
う
。

問　

移
動
中
の
事
故
の
責
任
と
補
償
は
。

答　

指
導
者
が
引
率
し
て
い
な
い
場
合

は
、
原
則
個
人
の
責
任
と
考
え
る
。
生

徒
は
、
加
入
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。
保
護
者
等

の
車
両
で
の
移
動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
へ
の
加
入
を
義
務
化
し
、
ル
ー
ル

化
を
図
り
、
安
全
管
理
に
努
め
る
。

エ
ア
コ
ン
購
入
の
補
助
は

エ
ア
コ
ン
購
入
の
補
助
は

問　

新
基
準
を
満
た
す
省
エ
ネ
エ
ア
コ

ン
購
入
等
の
補
助
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
だ

け
で
な
く
、
熱
中
症
対
策
や
物
価
高
対

策
に
も
有
益
な
施
策
の
た
め
、
多
く
の

市
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

国
の
政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

活動場所への移動も安全第一

活
動
場
所
へ
の
移
動

活
動
場
所
へ
の
移
動

の
安
全
確
保
は

の
安
全
確
保
は

答
弁

事
故
防
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
万
全
を
期
す

部
活
動
移
行

無所属

浅
あさ

原
はら

 俊
とし

也
や

議員
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問　

物
価
高
騰
し
年
々
上
が
る
費
用
が

懸
念
さ
れ
る
。
町
が
主
催
者
と
し
て
運

営
す
る
体
制
か
ら
、
地
域
団
体
や
事
業

者
等
に
主
催
を
任
せ
、
町
は
主
催
か
ら

支
援
へ
と
役
割
転
換
し
て
、
委
託
料
を

抑
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

大
中
遺
跡
ま
つ
り
で
は
、「
企
画

協
議
会
」
を
設
置
し
、
企
画
立
案
か
ら

住
民
等
が
参
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
は

り
ま
春
風
フ
ェ
ス
は
前
身
の
「
健
康
福

祉
フ
ェ
ア
」
の
要
素
を
継
続
し
て
き
た
。

住
民
の
皆
さ
ま
な
ど
と
協
働
を
基
盤
と

し
た
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
郷
土

愛
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

問　

予
算
額
の
上
昇
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

物
価
高
騰
等
が
主
な
要
因
で
あ
り
、

新
た
な
価
値
創
造
の
た
め
の
投
資
の
観

点
か
ら
も
委
託
料
が
増
額
す
る
こ
と
は
、

一
定
程
度
は
容
認
す
べ
き
と
考
え
る
。

全
て
の
子
ど
も
に
体
験
を

全
て
の
子
ど
も
に
体
験
を

問　

は
ま
な
す
の
会
が
実
施
し
て
い
る

運
動
の
体
験
会
を
住
民
と
町
が
共
に
取

り
組
み
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
か
。

答　

は
ま
な
す
の
会
の
主
体
性
を
尊
重

し
つ
つ
、
町
内
の
団
体
や
住
民
と
協
働

し
継
続
に
向
け
た
支
援
に
努
め
て
い
く
。

居
場
所
づ
く
り
の
連
携
は

居
場
所
づ
く
り
の
連
携
は

問　

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
１
年

が
経
過
し
た
居
場
所
づ
く
り
の
成
果
は
。

答　

既
存
の
居
場
所
や
新
た
な
居
場
所

開
設
希
望
者
に
伴
走
し
な
が
ら
、
こ
の

１
年
で
11
か
所
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し

た
。
実
施
箇
所
の
増
に
伴
い
、
人
々
の

交
流
が
増
え
た
。

町主催のイベントは

増
額
し
て
い
る

増
額
し
て
い
る

委
託
料
は

委
託
料
は

答
弁

価
値
創
造
の

観
点
か
ら
も
容
認

町
イ
ベン
ト
は大

おお
北
きた

 良
よし

子
こ

議員

チーム新星

▶日時　９月１日（火）・８日（火）・９日（水）・１７日（木）
　　　　いずれも午前１０時～
　　　　※　８日・９日は一般質問の予定ですが、
　　　　　　質問者数などによって変更になる場合があります。

▶請願・陳情の締め切り　�９月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは、
　　　　　　　　　　　　８月２４日（月）午後５時までです。

＜決算特別委員会＞

　９月定例会中に決算特別委員会を設置し、令和７年度決算をより詳しく審査する予定です。

▶日時　９月１１日（金）・１４日（月）・１５日（火）　午前９時３０分～

　　　　　■場所　第１庁舎３階　議場 
　　　　　　　　　※　車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。

　　　　　●問い合わせ　議会事務局　TEL ０７９－４３５－２３８７

９月定例会のご案内

議会ホームページ
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多様な人材と議員報酬　①
全国では、議員報酬を見直そうという動きが広がっています。
播磨町でも多様な人材が議員に立候補できる環境整備として、議員報酬の議論が必要と考え、
令和７年１２月に「議員報酬のあり方等検討特別委員会」を設置して議論を進めています。

町議会の議員報酬と状況の推移 町議会での議論の経過
 播磨町議会の議員報酬は、平成１１年に
改正されて以来２６年改正されていません。
また、平成２３年には議員年金制度も廃止
されています。
 一方で、平成２３年には議員定数を１８
名から１４名に削減し、議会基本条例を制
定するなど、議会改革にも取り組んでおり、
議員の活動量は増加傾向にあります。

　議員の仕事は、本会議や委員会などの議会活動のみ
ならず、議会活動のための調査・研究や住民との対話
など議会外での活動も多くあります。現在、そうした
活動量について調査を行っております。

　全国の町村議会議員選挙では、定数割れにより無投票とな
るケースが増加傾向にあります。地方政治への関心の低さや
議員活動が理解されていないことなどに加え、低水準な議員
報酬が要因の一つとされています。
　町議会議員報酬は、市議会議員報酬と比較すると、かなり
低額となっています。市の中でも、政令指定都市、中核市、
一般市の間で開きがあります。

全国の現状

近隣市町との比較
議員報酬一覧(月額）
市町名

播磨町

稲美町

相生市

小野市

高砂市

加古川市

１４人

１４人

１４人

１６人

１９人

３１人

２８万５千円

２９万５千円

３８万６千円

４０万９千円

５２万２千円

５６万５千円

４０万５千円

４１万５千円

４９万５千円

５２万８千円

６２万９千円

６７万５千円

３１万円　

３２万円　

４２万４千円

４４万９千円

５７万５千円

６１万２千円

３４，６７６人

３０，２５６人

２６，４３９人

４６，３２６人

８５，４３４人

２５２，６５０人

定数 議員 議長 副議長 人口

（令和８年５月１日現在）

議員とホンネトーク　～みんなで話そう 議員の仕事と報酬のこと～
　議員報酬について住民の皆さまと意見交換する会を、下記の日程で開催いたします。多くの方に、議員報酬
についてのご意見を頂ける場になればと考えておりますので、皆さまのご参加をお待ちしております。

令和８年
７月２５日（土）午後７時～８時３０分
７月２６日（日）午後７時～８時３０分
８月　１日（土）午後７時～８時３０分
８月　２日（日）午後７時～８時３０分

東部コミセン
野添コミセン
南部コミセン
西部コミセン
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　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

委員会報告書は
こちら

総
務
建
設

総
務
建
設

広
報
公
聴

広
報
公
聴

■
４
月

■
４
月
1414
日
開
催

日
開
催

議
決
し
た
損
害
賠
償
額
の

誤
り
に
よ
る
変
更

　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
で

議
決
さ
れ
た
車
両
損
害
に
関

わ
る
「
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
及
び
和
解
の
件
」
に
つ
い

て
、
積
算
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

適
正
な
損
害
賠
償
額
に
訂
正

す
る
た
め
、
議
決
し
た
損
害

賠
償
額
を
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

変
更
内
容
は
、
７
２
万
２
０

０
０
円
と
し
て
い
た
損
害
賠

償
額
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
代
・

レ
ッ
カ
ー
代
・
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
修
理
代
の
未
計
上
分
を
加

え
１
０
４
万
３
１
８
円
へ
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
件
賠
償
額
は
、
全
国
町
村

会
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
よ

り
全
額
補
塡
さ
れ
、
公
費
負

担
は
生
じ
な
い
。

　
今
後
は
、
見
積
書
等
の
内

訳
と
の
照
合
作
業
と
複
数
人

に
よ
る
審
査
体
制
の
強
化
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
再
発
防
止
に
努
め
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

■
５
月

■
５
月
1919
日
開
催

日
開
催

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り

　
令
和
８
年
５
月
８
日
に
発

送
し
た
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
に
つ
い

て
、
５
月
12
日
に
納
税
義
務

者
か
ら
税
額
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
確
認
し
た
結

果
、
一
部
の
償
却
資
産
に
お

い
て
、
耐
用
年
数
に
伴
う
課

税
標
準
額
の
減
額
が
正
し
く

処
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
年

と
同
額
の
税
額
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
税
額

に
変
更
が
あ
る
件
数
は
163
件
、

影
響
税
額
は
合
計
２
１
１
６

万
２
４
０
０
円
で
あ
る
。
原

因
は
、
課
税
シ
ス
テ
ム
操
作

時
の
誤
り
と
最
終
確
認
不
足

に
よ
る
も
の
で
、
対
象
者
に

は
再
計
算
後
、
５
月
13
日
と

15
日
に
お
詫
び
の
文
書
と
正

し
い
税
額
の
納
税
通
知
書
を

送
付
し
た
。

　
今
後
は
、
確
認
体
制
や
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
視
察

■
５
月

■
５
月
2222
日日

　
広
報
・
公
聴
の
技
能
研
鑽
・

情
報
収
集
の
た
め
、
多
可
町

議
会
を
視
察
し
た
。

　
全
国
町
村
議
会
や
兵
庫
県

町
議
会
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
何
度
か
受
賞
し
て
い

る
多
可
町
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
、
発
行
ま
で
の
編
集
作

業
の
工
程
や
、
広
聴
活
動
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
発
行
ま

で
の
会
議
回
数
が
当
委
員
会

よ
り
も
多
く
、
１
期
目
の
議

員
で
あ
る
委
員
長
が
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
使
用

し
た
原
稿
作
り
を
行
い
、
印

刷
会
社
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入

稿
で
き
る
た
め
、
委
員
会
全

体
と
印
刷
会
社
間
で
の
デ
ザ

イ
ン
調
整
が
不
要
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
も

賞
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
、

も
と
も
と
の
地
固
め
が
で
き

て
い
る
。

　
そ
の
地
固
め
に
は
広
聴
の

役
割
が
大
き
く
、
委
員
会
だ

け
で
な
く
議
員
全
体
で
住
民

対
話
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
開
催
回
数
は
年
間
20
回

以
上
に
及
び
、
議
会
と
住
民

の
近
さ
が
伺
え
る
。

　
広
報
と
広
聴
は
相
互
に
補

完
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
報

を
伸
ば
す
に
は
、
や
は
り
広

聴
に
力
を
入
れ
な
い
と
一
方

的
な
発
信
と
捉
え
ら
れ
が
ち

に
な
る
。

　
広
聴
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

は
個
人
的
な
こ
と
は
個
人
へ
、

住
民
に
広
く
関
係
す
る
こ
と

は
広
報
へ
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
意
見
・
相
談
と
し
て

伺
い
、
内
容
は
委
員
会
で
議

論
し
、
議
員
全
体
に
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
性
質

が
違
っ
た
も
の
と
な
る
場
合

も
あ
る
。

　
議
員
は
普
段
、
個
人
で
相

談
を
受
け
る
の
が
大
半
だ
が
、

や
は
り
多
可
町
議
会
の
よ
う

に
委
員
会
ま
た
は
議
会
全
体

で
住
民
と
気
軽
に
話
す
機
会

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、

結
果
的
に
広
報
に
表
れ
て
く

る
良
い
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
視
察
で
話
を
伺
う
こ
と
で

深
い
気
づ
き
が
委
員
全
員
に

あ
り
、
こ
れ
を
公
聴
と
広
報

に
生
か
し
て
い
く
。

派
遣
委
員

委
員
長　
　
細
田　
武
男

副
委
員
長　
板
谷　
良
祐　

                 

　
　
委
員　
大
北　
良
子

　
　
　
　
　
大
瀧　
金
三

　
　
　
　
　
竹
内　
基
就  

議
長　
　
　
岡
田
千
賀
子

議
決
を
得
た
損
害
賠
償
額
の
変
更
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■
５
月

■
５
月
1919
日
開
催

日
開
催

　
令
和
８
年
４
月
14
日
の
厚

生
教
育
常
任
委
員
協
議
会
で

説
明
が
あ
っ
た
と
お
り
、
当

初
令
和
13
年
度
開
所
を
想
定

し
て
令
和
９
年
度
か
ら
の
着

手
と
想
定
し
て
い
た
が
、
当

町
の
待
機
・
保
留
児
童
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
を
考
慮

し
、
現
時
点
で
前
倒
し
の
実

施
を
す
れ
ば
、
１
年
前
倒
し

の
令
和
12
年
度
で
施
設
開
所

が
可
能
に
な
る
見
込
み
と
な

っ
た
、と
再
度
説
明
が
あ
っ
た
。

　
待
機
・
保
留
児
童
対
策
は
、

町
に
と
っ
て
も
懸
案
事
項
で

あ
り
、
早
期
の
対
策
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
１
年
前

倒
し
の
令
和
12
年
度
の
施
設

開
所
に
向
け
て
令
和
８
年
６

月
定
例
会
に
実
施
設
計
に
係

る
費
用
の
補
正
予
算
を
提
案

す
る
。

小
学
校
学
童
保
育
の

　
　
指
定
管
理
者
募
集

　
現
在
の
学
童
保
育
事
業
に

係
る
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
の
期

間
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
高
砂
キ
ッ
ズ
・
ス
ペ
ー
ス
」

が
、
町
内
４
小
学
校
に
あ
る

11
施
設
お
よ
び
長
期
休
業
期

間
中
の
１
施
設
を
運
営
し
て

い
る
。

　
令
和
８
年
度
が
最
終
年
度

で
あ
る
た
め
、
令
和
９
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
14
年
３
月

31
日
の
５
年
間
の
指
定
管
理

者
を
、
令
和
８
年
度
に
募
集

す
る
予
定
で
あ
る
。

■
４
月

■
４
月
1414
日
開
催

日
開
催

蓮
池
小
学
校

　
　
学
童
保
育
所
増
設

　
蓮
池
小
学
校
学
童
保
育
所

に
お
い
て
は
、
全
校
児
童
数

698
人
に
対
し
て
235
人
が
利
用

登
録
を
し
て
お
り
、
他
の
小

学
校
に
比
べ
て
利
用
率
が
高

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
新

た
に
建
設
す
る
蓮
池
小
学
校

学
童
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
６
月
定
例
会
に
お

い
て
整
備
に
係
る
工
事
請
負

費
を
補
正
予
算
と
し
て
計
上

予
定
で
あ
る
。

　
新
設
す
る
学
童
保
育
所
は
、

体
育
館
道
路
側
の
駐
車
場
を

一
部
移
転
さ
せ
て
建
設
す
る
。

　
建
物
の
大
き
さ
は
、
幅
が

16
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
が
10

メ
ー
ト
ル
程
度
の
２
階
建
て

で
体
育
館
側
に
ス
ロ
ー
プ
付

き
の
出
入
口
が
あ
り
、
１
階

が
第
４
学
童
保
育
所
、
２
階

が
第
５
学
童
保
育
所
に
な
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
第
４
学
童
保
育
所
と
し

て
現
在
使
用
し
て
い
る
ム
ー

ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
て

い
く
考
え
は
。

答　

現
在
、
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ

ウ
ス
は
１
年
間
の
レ
ン
タ
ル

契
約
で
あ
る
。

　
学
童
保
育
所
を
希
望
す
る

方
が
多
い
状
況
と
、
定
員
を

超
え
た
利
用
登
録
児
童
数
を

考
慮
し
、
児
童
に
と
っ
て
よ

り
良
い
健
全
な
環
境
を
整
え

る
た
め
に
も
、
今
回
の
学
童

保
育
所
の
新
設
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
視
察

■
４
月

■
４
月
1616
日日

播
磨
町
児
童
発
達
支
援

　
　
セ
ン
タ
ー
ま
に
ま
に

　
委
員
会
視
察
と
し
て
、
令

和
８
年
２
月
１
日
に
開
設
し

た
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
支
援
業
務
等
に
つ

い
て
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
目
的
は
、
18
歳
未

満
の
児
童
と
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
地
域
で
子
育
て
を
し
、

成
長
で
き
る
よ
う
に
支
援
を

行
い
、
地
域
の
中
核
的
な
支

援
機
関
の
一
つ
と
し
て
、
学

校
や
園
、
医
療
機
関
等
の
関

連
機
関
と
の
連
携
づ
く
り
か

ら
地
域
支
援
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。

　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、

　
①
児
童
通
所
支
援
で
は
児

童
発
達
支
援
と
保
育
所
等
訪

問
支
援
事
業
、
②
相
談
支
援

で
は
基
本
相
談
（
入
口
相

談
）、
専
門
相
談
、
障
害
児

相
談
支
援
事
業
、
親
子
教
室
、

③
地
域
支
援
で
は
巡
回
相
談
、

家
庭
支
援
・
き
ょ
う
だ
い
支

援
、
地
域
の
力
を
向
上
さ
せ

る
研
修
、
啓
発
活
動
が
あ
る
。

④
関
連
す
る
業
務
と
し
て
関

係
機
関
と
の
連
携
が
あ
り
、

⑤
そ
の
他
で
は
事
業
の
質
向

上
、
職
員
研
修
、
苦
情
対
応

が
あ
る
。

　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
学
校
や
園
等
に

訪
問
を
し
て
、
支
援
方
法
に

悩
ん
で
い
る
支
援
者
の
方
へ

助
言
や
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
の
支
援
者
が
療
育
的
な

関
わ
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
で
成
長
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
の
考
え
を
伺
っ
た
。

　【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
仕
様
書

の
内
容
で
は
、
人
員
基
準
が

低
く
感
じ
る
。
今
の
人
数
で

十
分
対
応
で
き
、
効
果
が
発

揮
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答　

業
務
委
託
仕
様
書
に
は
、

播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
広
さ
や
、
播
磨
町
の

人
口
を
考
慮
し
、
最
低
限
の

人
数
を
記
載
し
て
い
る
。
実

際
に
播
磨
町
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
く

中
で
、
他
の
職
種
の
職
員
の

必
要
性
が
で
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

し
て
は
、
現
時
点
で
の
人
数

と
職
種
が
い
れ
ば
、
業
務
委

託
仕
様
書
に
記
載
の
あ
る
事

業
は
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
教
育

厚
生
教
育

保
育
施
設
整
備
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
蓮
池
を
活
用

保育施設計画の「蓮池」
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～ ス テ キ な 出 会 い ～

表紙の題字は表紙の題字は私私が書きましたが書きました
だ
れ
で
も
快
適
に

　
　
　
　
過
ご
せ
る
よ
う
に

　
最
近
で
は
、
学
校
の
各
教
室
や
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
導
入
な
ど
、
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
工
夫
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、
播
磨
町
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
「
つ
な
が
り
」
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
防
災
士
さ
ん
と
一
緒
に
学
習
し
た

り
、
シ
ニ
ア
の
方
々
と
学
習
し
た
り
す
る
な
ど
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
播

磨
町
に
春
風
フ
ェ
ス
や
大
中
遺
跡
ま
つ
り
な
ど
誰

で
も
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
、
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が
楽
し
く
快
適
に
過
ご

せ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大中分団（３位）古宮分団

「議会と語ろう会」を要請により随時開催！
 ・本町に在住、在勤または在校する１０人以上で構成するグループ
　申請方法等の詳細については、議会事務局へお問い合わせください。ＴＥＬ：０７９－４３５－２３８７

令和８年７月５日の
補欠選挙で当選しました。
小
お

原
はら

健
けん

一
いち

です。
どうぞよろしくお願いします。

東播磨地区消防操法大会新しい町議会議員
を紹介します

　

２
０
２
５
年
の
夏
は
、
観
測
史

上
最
も
暑
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
「
暑
さ
」

を
強
く
意
識
す
る
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
多
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
夏
も
、
体
温
を
超
え
る
異
常

な
暑
さ
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
指
標
と

し
て
「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）」

が
示
さ
れ
ま
す
。
気
温
だ
け
で
な

く
湿
度
、
日
射
・
輻
射
、
風
の
要

素
を
も
と
に
算
出
さ
れ
、
日
最
高

暑
さ
指
数
33
以
上
と
予
測
し
た
場

合
に
『
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
』

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
各
施
設
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
を
う
ま
く
利
用
し
、
酷
暑
の

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。（
大
瀧
）
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季節の花言葉

鬼灯
（ホオズキ）　　　　　 花言葉は、
「笑顔」「心の平安」です。


